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奥間智弘

この講演では，幾何種数イデアル (pg-ideal) の概念と基本的な結果を紹介し，応
用として次数 1の Gorenstein 楕円型特異点の特徴づけについて述べる．幾何種数イ
デアルは日本大学の渡辺敬一氏と吉田健一氏との共同研究において導入したもので
あり，可換環論的な観点から研究が進められている ([1], [2], [3])．
(V, o) を複素 2次元正規特異点，π : X → V を特異点解消，E をその例外集合と

する．E に台を持つ因子をサイクルとよぶ．(V, o) の局所環を OV,o, その極大イデ
アルを m と表す．
I ⊂ OV,o を m-準素整閉イデアルとすると，特異点解消 π : X → V とサイクル

Z > 0 が存在して, IOX = OX(−Z) かつ, I = IZ := (π∗OX(−Z))o と書ける. こ
のとき, I はこの特異点解消上で表現されているという．pg(V, o) := h1(X,OX) :=
dimC H

1(OX) を (V, o) の幾何種数という．h1(X,OX(−Z))) = pg(V, o) であるとき，
IZ を幾何種数イデアル (pg-ideal) という．(一般には h1(X,OX(−Z)) ≤ pg(V, o) が
成立する.) なお，(V, o) が有理特異点のときは，任意のm-準素整閉イデアルは幾何
種数イデアルである．

Proposition 1. I = IZ, I
′ = IZ′ をm-準素整閉イデアルとする．

(1) I, I ′ は幾何種数イデアル ⇔ II ′ は幾何種数イデアル．
(2) I は幾何種数イデアル, m = IM ⇒ µ(I) := dimC I/mI = −MZ + 1.

ここで，µ(m) は埋め込み次元とよばれる．

任意の 2次元特異点に対し，幾何種数イデアルは無数に存在する．

Theorem 2. f ∈ m に対し，特異点解消 π : X → V とサイクル Z > 0 が存在し
て, divX(f) = Z +H (H は例外成分を持たない), IZ は幾何種数イデアル．

Theorem 3. (V, o) が Gorenstein 特異点のとき，m が幾何種数イデアルになるた
めの条件は (V, o) が maximally elliptic of degree 1 になることである．
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